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　当研究室の５つの柱について述べる。
１．Attachmentの総合的研究
　少し個人的なことを述べたい。私は早稲田大学文学部心
理学専攻で，1969年に小嶋謙四郎のゼミに入った。当時
Bowlbyはまだ存命で，活躍の真最中。私たちは小嶋ゼミ
で直接Bowlbyの書いたattachmentに関する本を読んで
いた。またこの言葉が何を意味するか訳語もままならぬ中
での模索だったが，虜になった。小嶋ゼミのモットーは理
論を臨床に結びつけることであり，今でいうと発達臨床心
理学を模索していたのである。当時，小嶋は新宿の安田生
命に小嶋の発想になるプレイルームを作り，そこで幼児の
臨床をしていた。我々はそこを小嶋学校と呼んで親しんだ。
図１　小嶋の4因子仮説
　図１は小嶋の考案した「発達の4因子仮説」。４因子のバ
ランスをとる軸の要因は探索とattachment。この２つは
込みになってバランスをとっている。今，attachmentの
重要性のみに重点が置かれ，それが探索（言い換えるなら，
冒険や自立＝一人でいる能力）のためのattachmentであ
ることがなおざりにされ，attachmentの安定型が8割に
ならなければならないと公言する人もいるということに，
戸惑いを感じる。「涙とともにパンを食べたことのない人
に人生の味はわからない」とゲーテが言うように，２つは
裏腹のものとして重層的に見ていかなければならない。今
そうした視点からこれまでのattachment研究を見直す作
業をしている。
２．育て直しと育ち直しー発達心理学と臨床心理学の統合
　私はやがて大学院を出て，大学病院の小児科で育児相談
やカウンセリングに関わるようになる。はじめ小嶋から「発
達心理学理論なんて，臨床には役に立たないよ」と言わ
れていたが，小児科の育児相談から発展し，展開していく
小児のカウンセリングにはとても強力な指針となり，役に
立つということに気づいていった。慈恵医大で小児科の仕
事をしながら，育児相談から展開していくカウンセリング
でみる子ども達は，これまでの発達のプロセスで，必要な
課題に取り組みそれを通過する体験をしていないことに気
づいた。もちろんそれは母親の気づきだけでなく，子ども
の側も自分の求めることをうまく表現できないという気づ
きの相互作用の問題であり，双方がそうした取り組みを促
進できない父親をはじめとする環境の側の問題でもあった。
問題を抱えた子どもの生育歴を聞いていく中で，その子に
欠けた課題に気づき，それをどのように埋めていくかとい
う試みの指針として，大学院で学んだ発達心理学の知識が
とても役に立った。発達心理学の知識をカウンセリングに
おいて，素朴に小児科での仕事に適用する仕事を私は「育
て直し」という用語で，次第に纏めていくことになる。
 
図２　育て直しと発達心理学の重なり
　図２にあるような,大抵の子が経験して行く課題に注目
し，これまでに欠落している大切な経験の持つ意味を明ら
かにしつつ，家族でそれを埋めていく。そのことによって
子どもの育ちが保証されていく，そんな仕事である。これ
は発達心理学と臨床心理学を統合していく仕事でもあった。
　育て直しには図３にあるような３つのレベルがあり，対
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象の年齢と病態の水準に応じてそのレベルをあげていくこ
とが必要である（図３）。これは同時に，「育て直し」が「育
ち直し」に展開していくプロセスでもある。
 
図３　育て直しの概念図
３．摂食障害の研究
　育て直し–育ち直しの考え方をうまく説明するケースと
して，摂食障害に最初に取り組んだのは27歳の時，それ以
来私は40年間この病気を見続けてきた。当初は思春期やせ
症と呼び，その後この病気は過食を含みながらその像を変
換させていく。この病気の流行とともに，私は摂食障害を
環境との関連から見直すことになる。この病気は生理・心
理・社会の重層的な関連と表現をよく見せてくれ，また，
心の育つ場を私たちに教える。
　
４．移行対象の発達的研究
　こうして，臨床に発達的視点を持って取り組みながら，
私はそれを客観的に見つめるメタ的な視点も欲しいと思っ
た。Attachment研究からだいぶ遠くにきてしまったと反
省もした。ヒントはケースの中にあった。子どもが初期的
な母親から離脱し，初期のattachmentから離脱していく
時に，激しく執着しやがてそこから離脱していく移行対
象（幼児がタオルやお気に入りのぬいぐるみに執着する
対象）あるいは移行現象への着目である。今から考える
と，これは初期のattachmentから離脱し，自立していく
プロセスに重なるものであった。それはまた，愛する対象
に見守られながら，それとは気づかずに，そこから離脱し
ていくWinnicottのいう「一人でいる能力capacity to be 
alone」の獲得とも重なる。人は探索とattachmentを繰
り返しながら，やがてそれとは気づかないままに，一人で
いること＝自立することが叶う，そんな生
いきもの
物なのかもしれ
ない。
５．心理療法理論の統合研究
　やがて私は生活の安定のために大学で仕事をするように
なる。ケースを治すために様々な心理療法技術を学んでき
た私は大学という場を借りて，これまでの心理療法理論を
統合するメタ理論はないかと思うようになった。心理療法
を４つの公理で語ることが出来るのではないか，それが図
４である。
 
図４　心理療法４つの公理
　ここで詳しく述べる余裕はないが，最も強調したいのは
公理Ⅲの「抱えること」と公理Ⅳの「主体的な関わり」で
ある。当コースにきて２年半，私はさらにこれに認知行動
療法的な視点を追加した。それは2018年度の「早稲田大学
臨床心理学研究第18巻１号，93-99頁」に詳しく解説して
あるので，関心のある方はご覧いただきたい。
　最後に現４年生と大学院生のメンバーを今という時の記
念として掲載しておきたい（図５）。
 
図５　研究室集合写真
中央が井原，向かって左端から右回りに（４年）阪本星太，
脇坂華奈，新井紗季，峯岸篤志，表涼平，濱野めぐみ，板
野蛍，内田賢吾，（D）スティーブ・ケイ・リー，松葉百合香，
原口幸
